
23粉末溶解装置(ニプロ社製PTS-100及ぴNPS-40S)の使用経験

公立飯綱病院人工透析室 上野純平､山口袈裟志

[はじめに 】

透析液は透析原液を規定濃度に希釈することに

より作袈される｡透析原液は原液タンクに貯留し､

使用する方式が主流であるが､この方式では原液は

重く､場所を取る為､運搬や調整作業に多大な労力

と時間を費やしている｡

近年､透析液の清浄化､製剤容器の廃棄問題の改

善等を包括的に解決する目的で､透析按用乾燥薬剤

とその専用溶解装置の普及が進んでいる｡

当院では､平成 15年3月より透析液用粉末製

剤であるリンパックを用いて､粉末製剤溶解装置

PTS-100及びNPS-40Sを使用している｡今回､

その使用経験を透析液濃度の安定性､清浄性､並び

に作業性を含めて報告する｡

[リンパック組成表】

表 -1はリンパックの組成表である｡製剤はA･1

剤､A･2剤､B剤の3剤で構成されている｡A･1剤

の電解質は2250.0g,A･2剤のブドウ糖は315.0g,

B剤の炭酸水素ナ トリウムは741.3gで組成されて

いる｡

【希釈調整後電解質濃度】

表 -2は希釈調整後の電解質濃度である｡

Na138､Ⅹ2.0､ClllO､Ca2.5､Mgl.0､HCO328､

ブドウ糖 100mg/dlです｡希釈比率は､A披:B
液 :希釈水-1:1.18:32.82である｡

【PTS･100外観】

図-1はA剤粉末溶解装置PTS-100の外観及

び溶解槽である｡仕様を簡単に説明すると､電源は

ACIOOVで､給水条件は給水流量10-20L/min給

水圧 1-3kg/cm2給水温度 5-30℃原液作製量は

54､81､108Lの選択が可能である｡ 溶解方式は

ポンプ噴流による溶解で溶解時間は粉末投入後 20

分である｡

外見としては装置上部に操作パネル･粉末製剤投

入口がある｡側壁にはカットがあり残量確認が可能

である｡
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溶解槽はフロートSW により作製量までの貯水

と作製後の残量警報を行う｡また､1ヶ所の吸い込

み口と6ヶ所の吐出部がある｡

lPTS-100フローチャー ト】

表 -3はPTS-100のフローチャートである｡簡

単に動作説明をすると左側がPTS-100の本体で､

右側がサブタンクである｡給水SWでタイマー起動

により事前洗浄を開始する｡洗浄は給水ラインより

シャワー洗浄と給排水による洗浄を数回行う｡洗浄

完了後､設定した水量まで給水を行う｡給水完了後､

粉末製剤を投入し､溶解を開始する｡20分の授拝

を行った後濃度センサーにより､伝導度の確認を行

い､送液ポンプによりサブタンクに給液される｡

本体の原液がすべて給液された後は洗浄 SW に

より事後洗浄を行う｡事後洗浄も事前洗浄と同様に

シャワー洗浄と給排水による洗浄を行う｡また､手

動による薬洗機能も有している｡当院では､1ケ月

に1度サブタンクの洗浄を行っている｡

【NPS-40S外観】

図-2はB剤粉末溶解装置NPS-40Sの外観及

び粉末投入口である｡仕様を簡単に説明すると､電

源がACIOOV､給水条件は給水圧力が1-3kg/cm2､

給水流量が10IJmiL､給水温度が20-30℃､溶解

方法は定容量混合方式で制御はスクリューフィー

ダーによる定量供給方式である｡貯液容量は最大

15.9Lである｡

外見は前面にある操作部は液晶タッチパネルの

対話式になっている｡粉末投入口は清浄化を向上さ

せるため2重の扉になっている｡また､投入口を明

るくする為､天井は透明板になっている｡

【NPS-40Sフロ-チャート]

表 -4はNP8-40Sのフローチャートである｡

簡単に動作説明をすると､サブホッパー部に充填さ

れた B粉末はスクリューフィーダーにより設定さ

れた容量がミキシングタンク内-投下される｡携拝

ポンプにより3分間挽拝し､作製されたB液は濃

度センサーにより確認後､サプライタンク-給液さ

れる｡サプライタンク内には紫外線殺菌灯が内蔵さ

れており､清浄化を図っている｡サプライタンク内
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の B紋は送液ポンプにより中央供給装置-給液さ

れる｡

透析終了後は､自動薬液洗浄システムによりミキシ

ングタンク及びサプライタンクの天面洗浄を含む

洗浄を行っている｡当院では事後洗浄20分､次亜

塩素酸ナ トリウム120ppmによる消毒20分､水洗

40分を毎透析後行っている｡作成開始を自動に設

定する事により任意の時間に B液を作成しておく

ことが可能である｡この時､事前洗浄を30分行う

よう､当院では設定してある｡

【電解質濃度､経時変化】

表 -5は溶解装置の安定性を確認する為､糖､電

解質濃度を経時変化で測定したグラフである｡測定

値は､毎月曜日の4ケ月間のものである｡透析前値

で Na(139.0±1.1)､K (1.90±0.10)､Ca(2.34

±0.04)､HCO3(27.2±0.5)､ブドウ糖 (101.2±

1.07)でした｡22時の測定値でNa(138.7±1.0)､

K (1.90±0.09)､Ca(2.38±0.07)､HCO3(27.8

±0.2)､ブドウ糖 (102.6±1.20)であった｡透析

開始時と終了時で特別な差は認められず､溶解液は

安定していた｡また､溶解精度はNaで 1.4%､ブ

ドウ糖で2.0%以内だった｡

[PTS-100ET濃度､経時変化]

義 一6は溶解装置 PTS-100の清浄性を確認す

る為エンドトキシン濃度を1日及び1週間の経時変

化で測定したものである｡測定値は毎月曜日､及び

月の第1週4ケ月間のものである｡測定部位は溶解

後のサブタンク内より採取し専用保存管にて外注

した｡1週間の測定時間は透析開始1時間後のもの

とした｡エンドトキシン濃度は 1日平均で 2.6EU

/L､1週間平均で2.7EU/Lと低値で安定してい

た｡

【NPS-40S ET濃度､経時変化】

表 -7は同様に測定した NPS-40Sのエンドトキ

シン濃度である｡測定部位は中央供給装置入り口前

にエンドトキシン採取用のサンプリングポー トを

設置し､採取した｡エンドトキシン濃度は､1日平

均で4.8EUm､1週間平均でも4.8EU瓜 と低値で

安定していた｡

【透析液ET濃度の推移】

表 -8は､透析紋のエンドトキシン濃度の推移を

リキッド使用時と粉末製剤溶解装置設置後のリン

バック使用時で比較したグラフである｡測定部位は

末端コンソール入り口前にエンドトキシン採取用

のサンプリングポートを設置し､透析開始1時間後

に検体の採取を行った｡エンドトキシン濃度は､リ

キッドタイプ使用時と同様に 10EUm 以下の低値

で推移した｡

[キンダリ-とリンJiックの比較】

図 -3はリキッドタイプ使用時とリンバック使

用時のスペース､重畳､廃棄物量を1週間単位で比

較したものである｡これは当院でのキングリーAF
-3号 27ケースとリンパック8ケースの比較であ

る｡保管場所のスペースは約 1/8,重畳で約 1/7,

廃棄物丘で約 1/15になった｡また､使用後のポリ

容器がなくなった為､廃棄物の保管場所が不要にな

らた｡

それに伴い､運搬にかかる時間や労力は大幅に削

減された｡調整作業も自動で行っている為､装置の

確認のみで済むようになった｡現在は空き時間を利

用して A原液の作成と､B粉末の投入を行ってい

る｡

[まとめ】

pTS･100及びNPS･40Sは､透析液粉末製剤リン

パックを安全かつ容易に作成する装置であること

が確認できた｡

スタッフの労力軽減､保管場所の節減､廃棄物量の

減少など､作業性の改善もはかられた｡
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